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　　作物 根系 の 生理 活性 を評価す る方法に 関 しては 、これ まで 多 くの 方 法が検討 され

て い る。著者 らは これ まで 、根 系か らの Rb 吸収量 を指 標 と した水稲根 の 生理活性評

価法 に つ いて検討 し、本法 を用 い る こ と に よ り根系 の 生 理活性 を評価で きる こ とを報

告 した 。 本研究で は 実際の 圃場で 水稲 を栽培 し、半わい 性遺伝子 を持 つ 品種 とそ の親

品種および新旧品種 の根 の 生理活性に つ いて 、Rb 吸収量を指標 として検討 した。

（材 料お よび方法）：半わ い性遺伝子が根 系の 生理活性 に及ぼす影響に つ い て検討する

ため、同じ遺伝子 座に 半わ い 性遺伝子 を持 つ 品種 として レイメイ とカル ロ
ー

ス 76、そ

れ ら の 親で ある フ ジ ミ ノ リとカル ロ ース を供試 した。また 、 多収 性の 品種と して 密陽

23 号 と来敬、旧 品種 として 唐干 と メ ラ ゴメ も供試 した。実験 は金沢大学教育 学部 角間

農場に おい て 2002 年に実施 した a 本田へ の 移植 は 5 月 12 日で ある。基肥 と して BBO56

を使用 し穂肥 は 日の 本 2 号を施用 して 、 慣行栽培 に準 じた栽培管理 を行 っ た．各品種

の 出穂期 に 土壌中に Rb を注入 して 5 日後に 調査用 株を採取 して乾燥 させ 、 調 査用サ

ン プル とした 。 Rb 含 有量は原子吸光法を用 い て 定量 した 。
コ ア サ ン プル 法 を用 い た根

系調査 は出穂期 と登熟期に実施 した 。 株間の コ ア サ ン プル 採取数は各処理 区 と も 3 個

と した。

（結果 および考 察）：供試品種 の 生 育概 要を第 1表 の 通 りで あ る 。 土壌 中の 根系分布は

第 2 表に示 した。出穂期 にお ける 表層〜IOcm 層お よ び総根重 に有意な品種 間差異が認

め られ 、カル ロ
ー

ス お よびカル ロ
ー

ス 76 の根重 は レイ メイ および フジ ミ ノ リよ り多か

っ た。 しか し、カル ロ
ー

ス とカル ロ ー
ス 76 お よ び レイ メイ とフ ジミ ノ リと の 間に 有意

な差が 認 め られ な い こ とか ら、半わ い 性遺伝子の 有無が根 重 に影響を及 ぼして い な い

と考え られた。根系か らの Rb 吸収量を第 3表 に示 した。株間 20cm 下 に お ける根系か

らの Rb 吸収量 ／株に は、有意な品種間差異は認め られなか っ たが、株直下 20cm にお

い て は有意差 が認 め られ、フ ジ ミノ リが大き な Rb 吸収量 を示 し た 。 地 上部 単位乾重

当 た りの Rb 吸収量 は 、 株間お よび株直下 とも フ ジ ミ ノ リ 、 と レイ メイ で 大 きか っ た

こ とか ら、こ れ らの 品種の 根の 生理活性はカル ロ ース お よびカル ロ ース 76 よ り高い と

考え られた。多収品種で ある来敬 と密陽 23 号 の 出穂期にお ける総根重は多い 傾向が 認

め られたが、品種間に有意な差は認め られなか っ た （第 4 表）。 出穂期に おけ る Rb 吸

収 量／株お よび Rb 吸収量 ／地上 部単位乾 重は 、 メ ラゴ メ お よび唐ギが来 敬お よ び 密

陽 23 号よ り有意 に大 き く （第 5 表）、根乾重 に 見 られ た 品種 間差異 の 結果 とは逆 の 結
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第 1表 栽培品種 の生育概 要

ti　承

フ ジ ミノ リ

レイメイ

カル ロ
ー

ス

詳
メ

蠶
23号

移 壱日 収穫 日 Rb 注 入 日 根系調 査 日 （出穂期）根系調査日（登熟期）

カル ロ
ー

ス 765 月 t2日 9月28日

5月 12日　 9月9 日

5月 12日　9月9日
5月 12日 9月28日

5月12日　9月9日

5月12日 9月28日
5月12日 9月28日

5月 12日 9月28日

7月 29日

7月29日

8月 12日
8月 12日
7月29日

8月 12日
8月 12日
8月12日

7月 29日
7月29日

8月12日
8月 12日
ア月29日

8月12日

8月 t2日

8月 12日

9月9日
9月9日

9月28日
9月28日
9月9日

9月28日

9角28日

9月28日

試験 区

角間区
⊃ 一 響 ＝

：− ＝
追
軽 ＝

3．0　　　 7．5
＊栽植密度 ：16．0株／m ．

4．8 2．O　　　　　　t。7　　　　　　2．5

第 2 表　出穂期に お ける 土壌中の根重分布

試験区 一
カル ロース 　　556，2± 46。6266 ，4± 1　1・，4
カル ロー

ス 76530 ．2± 96．3176 ．9± 65．1
フ ジミノ り　　 259．6± 19．5　 40．1± 14．5
レイメイ　　　264．7± 44．4　 97．9± 33．9
LSD　　　　　　234．6＊　　　　15Ll＊

O− 10cm 　 10− 20cm20 − 30cm 　30
− 40cm 　　総根重

70．0ゴ：18．9　2．1± 1．4
26．8」：10．8　9．0± 2．5
10．0± 3．2　　　　　　−
29．9± 1t．0　7．3± 2．0
49．2＊

811．0± 77．9
739．8± 82．6
309．5± 23．6
397．4± 91．1

平均値± 標準 誤差（n ＝ 3），
＊：596レベ ル で有意．

第 3 表 出穂 期に お け る根系か らの Rb 吸収量

n ．s．　　 232．2＊

舐験区

　 　　 　 　　株闖 5cm
フジミノリ

レイメイ　　　9．11± 0．94
カル ロ ース 　　5．77± O．62
カル ロ ー

ス767 ．61± 1．06
LSD 　　　　　　　n ．　s．

一 一 一＿二： 一 ＝＝
株直下200mLSD

9．07± 1．06mg　23，フ5± O．71mg
　 　 　 　 　 12．25± 1］4

　 　 　 　 　 　 4．93± IA7
　 　 　 　 　 　 9．65± 0，83
　 　 　 　 　 　 3．93＊

4．35＊

n．S．
n．S．
n．s．

株間 5cm 　　　株直下 20cm 　LSD
201．9± 20．1μ g499 ．1± 40．1μ g

204．1± 19．6　　　　305，6± 30，4
104．4± 8．6　　　　　105．3± 23，7
98，7 ：辷8．1　　　　155．1± 2．2
60．9＊　　　　　　　111．3＊

152．7＊

n．S，
n ．s．
2e．4＊

平 均 値 ± 標 準誤 差 （n ＝3）．
＊： 5％ レベ ル で有意．

第 4 表　根重分布 の 品種間差異 （出穂期）

一
メラゴ メ　 288．9± 32．4
来敬　　 432．6± 55．2
密陽23号 418．7± 65．4
LSD 　　　　　 n．　 s，

130．6± 33，5
　94．9± 26．6
256．4 ：と29」
207．3± 44．1
135．7＊

63．1± 18．9
45．5± 11．1
30．2ヨヒ5．4
15．3± 13．4
　 　 n ．S．

　3．2± 1．0
35．9± 9．82

，5± O．7

平均値± 標準誤 差（n ＝3）．
＊：5％ レベ ル で 有意，

第 5表

n．S，

440．2± 15α9
441．2± 21．4
722．3± 85．9
657．4± 111．8
　 　 n．S。

根系か らの Rb 吸収量の 品種間差異
試験 区

メラゴメ

唐 干

来敬

密 陽23号
LSD

一
29．43± 2．56mg 　29．32± 3．43mg
で5．38± 0．81　　　　13．37± 1．96
5」5 士 0．46　　　B．04：ヒα70
7．98± 1．72　　　　9．05±0．83
6．44＊ 　　　　　　　　8．18＊

　　 Rb 吸 収 量 ／g（μ g）
’

株間 5cm 　　 株直下 20cmLSD
n．S．
n．S，
2．84n
．s．

451．6士 30．9μ g413 ．6± 76．1μg
244，フ土 23．6　　　194．9± 26，6
5t．8：t4 ．0　　　　9α3 ：Eto．0
82，9± 9．2　　　127．8± 7．2
802 ＊　　　　　　162．8＊

n．s．
n，S．
36．5＊
39．6＊

平均値± 標準誤差 （n＝3 ）．
＊：5％ レベ ル で有 意．
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